
市
税
の
納
付
は

お
済
み
で
す
か
？

今
月
は
、
固
定
資
産
税
・
都
市
計

画
税
第
２
期
分
の
納
期
（
８
月
２
日
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。
納
期
内
納
付
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

市
税
を
未
納
の
ま
ま
に
し
て
お
き

ま
す
と
、
延
滞
金
（
年
14
・
６
％

〈
当
該
納
期
限
の
翌
日
か
ら
１
カ
月

を
経
過
す
る
日
ま
で
の
期
間
に
つ
い

て
は
年
4.1
％
〉）
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

も
し
、
災
害
な
ど
特
別
な
事
情
で

納
付
が
困
難
な
場
合
に
は
そ
の
ま
ま

放
置
せ
ず
納
税
課
（
市
役
所
２
階
Y

番
窓
口
1
内
線
２
４
２
１
・
２
４

３
１
）
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
納
税
に
は
安
心
・
便
利
な
口
座

振
替
を

お
申
し
込
み
は
金
融
機

関
、
ま
た
は
郵
便
局
へ
ど
う
ぞ
。
く

わ
し
く
は
納
税
課
納
税
管
理
係
1

内
線
２
４
１
７
へ
。

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
の
再
任

利
穂
要
次
（
り
ほ
　
よ
う
じ
）
さ

ん
が
平
成
16
年
６
月
23
日
に
議
会
の

同
意
を
得
、
固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
委
員
に
再
任
さ
れ
ま
し
た
。
任

期
は
、
平
成
16
年
７
月
１
日
か
ら
平

成
19
年
６
月
30
日
ま
で
で
す
。

e

同
委
員
会
事
務
局
（
相
談
・
情

報
セ
ン
タ
ー
）
1
内
線
２
２
１
４

年
金
加
入
者
の
皆
さ
ん

不
審
な
訪
問
者
や
電
話
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

社
会
保
険
事
務
所
の
職
員
を
装
い

「
年
金
を
増
額
す
る
た
め
手
数
料
が

必
要
」
と
訪
問
し
た
り
、「
年
金
の

福祉　税
代表電話10422-45-1151

5

老人保健
医療制度

老
人
医
療
受
給
者
の
負
担
割
合

（
１
割
ま
た
は
２
割
）
は
、
前
年
の

所
得
に
よ
り
毎
年
８
月
１
日
を
基
準

日
に
決
定
し
て
い
ま
す
。

負
担
割
合
が
変
更
に
な
る
方
に

は
、
新
し
い
「
医
療
受
給
者
証
」
を

７
月
末
に
お
送
り
し
ま
す
。
現
在
の

「
医
療
受
給
者
証
」
は
、
必
ず
返
却

し
て
く
だ
さ
い
。

◆
負
担
割
合
が
２
割
と
な
る
基
準

◇
老
人
医
療
受
給
者
で
、
平
成
16
年

度
の
市
区
町
村
民
税
の
課
税
所
得
が

124
万
円
以
上
の
場
合

◇
住
民
票
上
の
同
じ
世
帯
に
、
老
人

医
療
受
給
者
ま
た
は
70
歳
以
上
の
方

で
、
平
成
16
年
度
の
市
区
町
村
民
税

の
課
税
所
得
が
124
万
円
以
上
の
方
が

い
る
場
合

た
だ
し
、
住
民
票
上
の
同
じ
世
帯

に
属
す
る
老
人
医
療
受
給
者
の
方
お

よ
び
70
歳
以
上
の
方
各
々
の
平
成
15

年
中
の
す
べ
て
の
収
入
（
所
得
で
な

く
必
要
経
費
な
ど
を
差
し
引
く
前
の

金
額
）
の
合
計
額
を
合
算
し
て
、
637

万
円
未
満
（
※
）
の
場
合
、「
基
準

収
入
額
適
用
申
請
書
」
を
提
出
す
る

こ
と
に
よ
り
、
負
担
割
合
を
１
割
に

変
更
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
住
民
票
上
の
同
じ
世
帯
に
老
人

医
療
受
給
者
の
方
が
１
人
だ
け
で
、

ほ
か
に
70
歳
以
上
の
方
が
い
な
い
場

合
は
450
万
円
未
満

こ
れ
ら
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る

方
に
は
、「
基
準
収
入
額
適
用
申
請

書
」
を
６
月
末
に
お
送
り
し
ま
し
た
。

必
要
事
項
を
ご
記
入
の
う
え
、
関
係

書
類
を
添
え
て
、
保
険
課
高
齢
者
医

療
係
（
市
役
所
１
階
⑩
番
窓
口
）
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
は
毎
年
必
要
で
す
。
申
請

書
は
、
老
人
医
療
受
給
者
１
人
に
つ

き
１
枚
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
８
月
以
降
に
申
請
す
る
と
、
申

請
が
あ
っ
た
月
の
翌
月
か
ら
負
担
割

合
が
１
割
に
変
更
さ
れ
ま
す
。

e

保
険
課
高
齢
者
医
療
係
1
内

線
２
３
８
５

市
民
税
非
課
税
世
帯
に
属
す
る
老

人
保
健
医
療
受
給
者
の
方
は
、
申
請

に
よ
り
、「
老
人
医
療
の
限
度
額
適

用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」
が

交
付
さ
れ
ま
す
。
医
療
機
関
で
提
示

す
る
こ
と
に
よ
り
、
入
院
時
の
一
部

負
担
金
、
食
事
の
負
担
額
の
減
額
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

減
額
認
定
証
に
は
、
２
種
類
が
あ

り
ま
す
。

◆
区
分
Ⅱ

住
民
票
上
の
同
一
世
帯

員
全
員
の
市
区
町
村
民
税
が
非
課
税

で
あ
る
世
帯
に
属
す
る
方
（
区
分
Ⅰ

該
当
者
は
除
く
）
は
、
入
院
時
の
一

部
負
担
金
が
２
万
４
千
600
円
、
食
事

の
負
担
額
が
１
日
あ
た
り
650
円
（
過

去
１
年
間
の
入
院
の
日
数
が
90
日
を

超
え
る
場
合
は
500
円
）
に
減
額
さ
れ

ま
す
。

◆
区
分
Ⅰ

住
民
票
上
の
同
一
世
帯

員
全
員
の
市
区
町
村
民
税
が
非
課
税

で
あ
り
、
か
つ
世
帯
員
全
員
の
所
得

が
０
円
（
た
だ
し
、
公
的
年
金
収
入

金
額
か
ら
の
控
除
額
は
140
万
円
で
は

な
く
、
65
万
円
と
し
て
計
算
）
で
あ

る
世
帯
に
属
す
る
方
は
、
入
院
時
の

一
部
負
担
金
が
１
万
５
千
円
、
食
事

の
負
担
額
が
１
日
あ
た
り
300
円
に
減

額
さ
れ
ま
す
。

※
現
在
、
減
額
認
定
証
を
お
持
ち

の
方
は
、
７
月
31
日
で
有
効
期
限
が

切
れ
る
た
め
、
更
新
用
の
申
請
書
を

お
送
り
し
て
い
ま
す
。

◆
手
続
方
法

①
受
給
者
証
、
②

健
康
保
険
証
、
③
入
院
日
数
の
確
認

で
き
る
領
収
書
な
ど
（
区
分
Ⅱ
に
該

当
す
る
方
で
過
去
１
年
間
に
入
院
日

数
が
90
日
を
超
え
る
場
合
）
を
添
え

て
保
険
課
高
齢
者
医
療
係
（
市
役
所

１
階
⑩
番
窓
口
）
1
内
線
２
３
８

５
へ
申
し
込
む
。

平
成
15
年
度

老
人
医
療
費
の
状
況

上
手
な
受
診
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う

老
人
保
健
法
に
よ
る
医
療
制
度

は
、
昭
和
７
年
９
月
30
日
以
前
に
生

ま
れ
た
方
と
、
一
定
の
障
害
の
あ
る

65
歳
以
上
の
方
が
、
適
用
を
受
け
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

老
人
医
療
費
は
、
患
者
本
人
の
一

部
負
担
金
の
ほ
か
に
、
各
医
療
保
険
、

国
、
都
、
市
の
負
担
金
で
ま
か
な
わ

れ
て
い
ま
す
。

平
成
15
年
度
の
三
鷹
市
の
老
人
医

療
費
は
、
全
体
で
122
億
１
千
412
万
円
、

前
年
よ
り
２
億
６
千
678
万
円
へ

（
2.1
％
）
減
少
し
ま
し
た
。
ま
た
、

１
人
当
り
の
年
間
医
療
費
も
66
万
８

千
571
円
で
前
年
よ
り
1.2
％
減
少
し
ま

し
た
。
た
だ
し
、
受
診
回
数
は
年
間

32
・
８
件
、
前
年
よ
り
3.5
％
増
え
て

い
ま
す
。
三
鷹
市
の
老
人
医
療
費
が

前
年
度
に
比
べ
減
少
し
た
も
の
の
大

き
な
財
政
負
担
に
な
っ
て
い
ま
す
。

同
じ
病
気
で
複
数
の
病
院
に
か
か

っ
た
り
次
々
と
病
院
を
か
え
た
り
す

る
と
、
か
え
っ
て
病
気
を
悪
化
さ
せ
、

薬
の
副
作
用
な
ど
の
心
配
も
あ
り
ま

す
。季

節
の
変
わ
り
目
や
暑
い
日
が
続

く
夏
は
、
体
調
を
く
ず
し
が
ち
で
す

が
、
病
気
の
予
防
や
上
手
な
受
診
を

心
掛
け
、
健
や
か
な
毎
日
を
お
過
ご

し
く
だ
さ
い
。

e

保
険
課
高
齢
者
医
療
係
1
内

線
２
３
８
４

国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者

証
を
お
送
り
し
ま
す

満
70
歳
以
上
で
老
人
医
療
制
度
の

適
用
を
受
け
る
ま
で
の
方
は
、
加
入

し
て
い
る
健
康
保
険
か
ら
交
付
さ
れ

る
高
齢
受
給
者
証
を
保
険
証
と
一
緒

に
医
療
機
関
に
提
示
す
る
こ
と
に
よ

り
、
老
人
医
療
制
度
に
準
じ
た
一
部

負
担
金
（
１
割
ま
た
は
２
割
）
で
医

療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

現
在
、
市
の
国
民
健
康
保
険
の
高

齢
受
給
者
証
を
お
持
ち
の
方
（
昭
和

７
年
10
月
１
日
〜
昭
和
９
年
７
月
１

日
生
ま
れ
の
方
）
は
新
年
度
（
平
成

16
年
度
）
の
住
民
税
で
一
部
負
担
金

の
割
合
を
判
定
し
、
７
月
末
ま
で
に
、

世
帯
主
あ
て
に
新
し
い
高
齢
受
給
者

証
（
有
効
期
限
平
成
17
年
７
月
31
日
）

を
郵
送
し
ま
す
。

◆
新
し
い
高
齢
受
給
者
証
負
担
基

準

同
一
世
帯
の
70
歳
以
上
の
国
民

健
康
保
険
被
保
険
者
（
65
歳
以
上
で

老
人
医
療
の
障
害
認
定
を
受
け
て
い

る
方
も
含
む
）
の
中
に
一
人
で
も
基

準
額
（
平
成
16
年
度
の
住
民
税
の
課

税
所
得
が
124
万
円
）
以
上
の
方
が
い

る
世
帯
に
属
す
る
70
歳
以
上
の
方
は

「
２
割
負
担
」、
基
準
額
以
上
の
方
が

い
な
い
場
合
は
「
１
割
負
担
」
と
な

り
ま
す
。

※
「
２
割
負
担
」
と
判
定
さ
れ
た

方
で
も
、
同
一
世
帯
で
70
歳
以
上
の

方
が
複
数
い
る
場
合
は
、
そ
の
方
た

ち
の
平
成
15
年
中
の
収
入
（
所
得
で

は
あ
り
ま
せ
ん
）
の
合
計
が
637
万
円

未
満
（
70
歳
以
上
の
方
が
１
人
の
場

合
は
そ
の
方
の
収
入
の
合
計
が
450
万

円
未
満
）
の
場
合
は
、
申
請
に
よ
り

「
１
割
負
担
」
と
な
り
ま
す
。

※
申
請
が
必
要
と
思
わ
れ
る
方
に

は
、
す
で
に
ご
連
絡
済
で
す
。

e

保
険
課
国
保
加
入
係
1
内
線

２
３
８
２

今
月
は
国
民
健
康
保
険
税

第
１
期
の
納
期
で
す
。

平
成
16
年
度
国
民
健
康
保
険
税
第

１
期
の
納
期
限
は
、
８
月
２
日
b
で

す
。
納
期
内
の
納
付
に
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
（
納
税
通

知
書
は
７
月
12
日
に
発
送
し
ま
し

た
）。納税

に
関
す
る
相
談
（
分
割
納
付

な
ど
）
を
ご
希
望
の
方
は
、
保
険
課

払
い
過
ぎ
が
あ
っ
た
の
で
、
指
定
の

銀
行
口
座
に
振
り
込
む
よ
う
に
。
振

り
込
ま
な
い
場
合
、
次
回
の
年
金
支

払
い
を
停
止
す
る
。」、「
国
民
年
金

が
未
納
で
あ
る
の
で
、
指
定
口
座
に

至
急
払
う
よ
う
に
。」
と
い
っ
た
電

話
や
文
書
が
届
く
な
ど
の
不
審
な
行

為
が
あ
り
、
被
害
も
発
生
し
て
い
ま

す
。ま

た
、
電
話
で
ご
家
族
の
勤
務
先
、

所
在
地
、
電
話
番
号
を
聞
き
出
す
な

ど
、
個
人
情
報
を
収
集
す
る
不
審
な

行
為
も
全
国
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

社
会
保
険
事
務
所
で
は
こ
の
よ
う
な

行
為
は
い
っ
さ
い
行
っ
て
お
り
ま
せ

ん
。
不
審
に
思
わ
れ
る
訪
問
者
や
電

話
が
あ
っ
た
場
合
は
、
そ
の
場
で
対

応
せ
ず
に
、
連
絡
先
を
確
認
し
社
会

保
険
事
務
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

e

武
蔵
野
社
会
保
険
事
務
所
1

56
―
１
４
１
１

東
京
都
水
道
局
を
装
っ
た

悪
質
業
者
に
ご
注
意
！

６
月
19
・
20
日
ご
ろ
、
東
京
都
水

道
局
が
実
施
し
て
い
る
「
安
全
で
お

い
し
い
水
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
便
乗

し
た
詐
欺
ま
が
い
の
事
件
が
、
多
摩

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
地
区
で
発
生
し
ま
し

た
。そ

の
内
容
は
、
ご
家
庭
の
水
道
管

や
下
水
道
管
な
ど
の
安
全
検
査
・
高

圧
洗
浄
を
行
う
た
め
、
そ
の
料
金
を

指
定
さ
れ
た
銀
行
口
座
へ
振
り
込
む

よ
う
記
載
し
た
ビ
ラ
を
ご
家
庭
に
配

布
し
て
い
る
も
の
で
す
。
東
京
都
、

市
で
は
、
み
な
さ
ん
か
ら
料
金
を
い

た
だ
い
て
点
検
・
検
査
な
ど
を
行
う

こ
と
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

不
審
な
ビ
ラ
な
ど
を
受
け
取
ら
れ

た
場
合
は
、
お
金
を
支
払
う
こ
と
の

な
い
よ
う
に
ご
注
意
願
い
ま
す
。
ま

た
、
疑
わ
し
い
場
合
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

e

水
道
部
工
務
課
1
内
線
３
４

３
３
・
３
４
３
９

障
害
者
基
礎
年
金
（
国
民
年

金
）
の
現
況
届
の
提
出
を

障
害
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い
る

生
後
91
日
以
上
の
犬
を
飼
う
と
き

は
、
飼
い
始
め
て
か
ら
30
日
以
内
に

犬
の
登
録
を
し
、
狂
犬
病
予
防
注
射

を
受
け
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

◇
犬
の
登
録
は
一
生
に
１
回
で
す
。

市
民
課
総
合
窓
口
（
市
役
所
１
階
）

か
各
市
政
窓
口
で
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
手
数
料
３
千
円
と
引
き
換
え
に
、

犬
の
登
録
番
号
が
記
載
さ
れ
た
鑑
札

を
交
付
し
ま
す
。

市
外
か
ら
転
入
し
た
犬
は
、
住
所

変
更
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。
古
い

鑑
札
と
引
き
換
え
に
新
し
い
鑑
札
を

無
料
で
交
付
し
て
い
ま
す
。
鑑
札
を

紛
失
し
た
場
合
は
、
再
交
付
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。
登
録
が
確
認
で
き
る

証
明
書
類
（
注
射
の
は
が
き
や
登
録

原
簿
な
ど
）
を
窓
口
に
持
参
し
、
再

交
付
手
数
料
１
千
600
円
と
引
き
換
え

に
、
新
し
い
鑑
札
を
受
け
取
っ
て
く

だ
さ
い
。

◇
狂
犬
病
予
防
注
射
は
毎
年
１
回
で

す
。
ま
だ
、
注
射
を
受
け
て
い
な
い

場
合
は
、
必
ず
受
け
る
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。

狂
犬
病
は
、
人
を
含
め
た
全
て
の

哺
乳
類
が
か
か
る
恐
れ
の
あ
る
病
気

で
、
地
球
上
で
最
も
危
険
な
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
一
つ
で
す
。

日
本
で
は
昭
和
32
年
以
降
発
生
し

て
い
ま
せ
ん
が
、
発
症
す
れ
ば
100
％

死
亡
し
ま
す
。
世
界
中
で
は
今
で
も

毎
年
３
万
人
以
上
が
亡
く
な
っ
て
お

り
、
特
に
ア
ジ
ア
地
域
で
多
い
の
が

実
情
で
す
。
万
一
、
日
本
国
内
に
狂

犬
病
が
浸
入
し
て
も
、
犬
に
予
防
注

射
が
し
て
あ
れ
ば
、
感
染
の
拡
大
を

防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

狂
犬
病
予
防
注
射
は
最
寄
の
動
物

病
院
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す

市
と
獣
医
師
会
で
は
、
毎
年
５
月

に
市
内
の
公
共
施
設
な
ど
を
主
な
会

場
と
し
て
、
犬
の
集
合
注
射
も
実
施

し
て
い
ま
す
。
獣
医
師
の
発
行
す
る
、

狂
犬
病
予
防
の
注
射
済
証
明
書
を
市

民
課
総
合
窓
口
か
各
市
政
窓
口
へ
持

参
し
、
手
数
料
550
円
と
引
き
換
え
に
、

注
射
済
票
（
プ
レ
ー
ト
）
を
受
け
取

っ
て
く
だ
さ
い
。

◇
鑑
札
と
注
射
済
票
は
、
犬
の
首
輪

に
付
け
て
く
だ
さ
い
。
万
一
の
時
の

迷
子
札
に
も
な
り
ま
す
。

e

環
境
対
策
課
1
内
線
２
５
２

４

8
月
1
日
A
か
ら
一
部
負
担
割
合

が
変
更
に
な
る
方
に
、
新
し
い
医

療
受
給
者
証
を
お
送
り
し
ま
す

「
老
人
医
療
の
限
度
額
適
用
・
標
準

負
担
額
減
額
認
定
証
」
に
つ
い
て

三鷹市の老人医療費の推移（単位千円）�

5

25

45

65

85

105

125

三
鷹
市
老
人
医
療
費�

一
人
当
た
り
医
療
費�

15年度�14年度�13年度�12年度�11年度�
50
55
60
65
70
75
80
85
90
95
100

三鷹市老人医療費�一人当たり医療費�

（億円）� （万円）�

122.374 124.695 126.838 124.809 122.141

75.30
73.23 71.41

67.67 66.86

お
詫
び
と
訂
正

印
鑑
登
録
手
続
き
で
の
本
人
確
認

広
報
み
た
か
６
月
20
日
号
で

「
身
分
証
明
書
を
お
持
ち
で
な
い

方
は
印
鑑
登
録
は
で
き
ま
せ
ん
」

と
い
っ
た
記
述
が
あ
り
ま
し
た
。

正
確
に
は
、「
身
分
証
明
書
を

持
参
し
て
い
な
い
方
に
は
、
そ
の

場
で
の
印
鑑
登
録
は
で
き
ま
せ

ん
」
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

そ
の
場
合
は
、
申
請
後
、
届
出

が
あ
っ
た
旨
の
照
会
書
を
郵
送
い

た
し
ま
す
の
で
、
後
日
持
参
い
た

だ
け
れ
ば
印
鑑
登
録
が
で
き
ま

す
。ご

迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
し

た
。

e

広
報
係
1
内
線
２
１
３
３

方
で
、
初
診
日
が
20
歳
未
満
だ
っ
た

方
や
旧
障
害
福
祉
年
金
か
ら
切
り
替

わ
っ
た
方
に
は
、
社
会
保
険
事
務
所

か
ら
「
現
況
届
」
が
送
付
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
だ
提
出
さ
れ
て
い
な
い
方

は
、
必
要
事
項
を
記
入
し
提
出
し
て

く
だ
さ
い
（
税
の
申
告
を
し
て
い
な

い
方
は
申
告
後
）。

◆
提
出
期
限

７
月
30
日
f

◆
提
出
先

市
民
課
庶
務
・
年
金
係

※
平
成
16
年
１
月
２
日
以
降
三
鷹

市
に
転
入
さ
れ
た
方
は
前
住
地
の
課

税
（
所
得
）
証
明
書
を
添
付
し
て
く

だ
さ
い
。

e

同
課
1
内
線
２
３
９
５

犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
を

お
忘
れ
な
く
!!

国
保
納
税
係
1
内
線
２
３
９
１
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
納
税
に
は
、
安
心
・
便
利
な
口
座

振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

口
座
振
替
の
お
申
し
込
み
は
、
保

険
課
（
市
役
所
１
階
⑨
番
窓
口
）、

各
市
政
窓
口
、
指
定
金
融
機
関
、
郵

便
局
へ
　
①
納
税
通
知
書
、
②
預
金

通
帳
の
届
出
印
、
③
預
金
通
帳
を
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

e

国
保
納
税
係
1
内
線
２
３
９

１


